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【
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】
佐
渡
御
奉
行
山
本
伊
豫
守
様
御
先
觸
写
（
寛
政
十
一
年
）
① 

 
 

（
東
吾
妻
町
岩
井 

伊
能
光
雄
家
文
書 

Ｐ
八
〇
〇
三
・
№
三
六
七
） 

  

《
釈
文
》 

  

（
表
紙
） 

   

寛
政
十
一
年 

 
 

 

岩
井
村 

   
 

佐
渡
御
奉
行
山
本
伊
豫
守
様
御
先
觸
写 

   

己 
 

 
 

 
 

 
 

名
主 

 
 

未 

四 

月 

日 
 

 
 
 

田
中
忠
左
衛
門 

    

（
本
文
） 

  
 

 
 

御
先
觸
之
写 

 
 

内
々
御
知
ら
セ
申
候 

 

△
一 

馬
弐
拾
疋 

 
 

 
 

内 

本
馬
拾
八
疋 

 
 

 
 

 
 

軽
尻 

弐
疋 

△
一 

人
足
六
拾
七
人 

 
 

 

内 

 
 

 
 

長
持
七
棹 

 
 

弐
拾
七
人 

 
 

 
 

乗
替
駕
篭 

 
 

四 

人 

 
 

 
 

両
懸
ヶ
三
荷 

 

三 

人 

 
 

 
 

桃
灯
駕
篭
弐
荷 

弐 

人 

 
 

 
 

合
羽
駕
篭
三
荷 

三 

人 
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竹
馬
四
荷 

 
 

四 

人 

 
 

 

分
持
壱
荷 

 
 

壱 

人 

 
 

 

か
う
け
物 

 
 
 
 

壱 

人 

 
 

 

私
印
持 

 
 

 

壱 

人 

 
 

 

手
代
り 

 
 

 

五 

人 

 
 

 

供
駕
篭
三
挺 

 

九 

人 

 
 

 

具
足
櫃
弐
荷 

 

弐 

人 

 
 

 

両
掛 

弐
荷 

 

弐 

人 

 
 

 

竹
馬 

三
荷 

 

三 

人 

  
 

 
 
 

〆 

  

右
者
、
山
本
伊
豫
守
佐
州
御
役
所
江
被
相
越
候
ニ
付
、 

明
後
十
三
日
、
江
戸
發
足
、
三
國
路
通
行
候
間
、
書
面
之
人 

馬
并
ニ
川
舩
共
ニ
無
滞
可
被
差
出
候
、
此
外
人
馬
増
減
之 

儀
者
、
其
節
ニ
至
り
可
及
差
図
候
、
尤
無
賃
之
人
馬
、
決
而 

不
差
出
、
若
間
違
之
筋
ニ
候
者
、
跡
改
役
人
江
可
申
達
候
、 

且
別
紙
泊
附
書
付
差
越
候
、
此
先
觸
早
々
相
送
り
、
佐 

州
於
御
役
所
ニ
、
請
取
可
申
候
、
以
上 

  

未
四
月
十
一
日 

 

佐
渡
奉
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

  



群馬県立文書館（インターネット講座第 6弾） 

   

  
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

  
 
 
 
 
 

中
山
嘉 

平 

太 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺
田
儀
左
衛
門 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

江
戸
よ
り
越
後
國
寺
泊
り
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 

國 

路 

通 

宿 

々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

問
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
寄 

  
 

 
 

 
 

泊
り
附
覚 

四
月
十
三
日 

 
 

同
十
四
日 

 
 

 

同
十
五
日 

一 

鴻
巣 

 

泊 

一 

玉
村 

 
 

泊 

一 

中
山 

泊 

 

四
月
十
六
日 

 
 

 

同
十
七
日 

 
 

同
十
八
日 

一 

浅
貝 

 

泊 

一 

六
日
町 

泊 

一 

寺
泊 

泊 

 
 

 

本
陣 

 
 

 

下
宿 

 

右
宿
々
本
陣
・
問
屋
申
合
下
宿
申
付
置
、
上
下
三
拾
人 

餘
之
支
度
有
之
、
尤
馳
走
ヶ
間
敷
義
無
之
、
酒
等
決
而 

差
出
申
間
敷
候
、
且
本
陣
よ
り
水
肴
等
差
出
シ
候
而
も 

受
用
無
之
間
、
兼
而
左
ニ
可
被
心
得
候
、
右
人
数
之
外
請 

負
方
之
も
の
六
拾
人
餘
者
、
自
分
拂
ニ
而
相
対
之 

事
ニ
候
得
と
も
是
又
無
差
支
様
支
度
可
有
之
候
、 

尤
傍
示
堂
よ
り
玉
村
江
通
行
候
間
、
其
段
可
被
相 

心
得
候
、
以
上 
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山
本
伊
豫
守
内 

 
 

未
四
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

中 

山 

嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

寺 

田 

儀
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

右
宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
陣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
屋 

中 

右
者
、

我
（
吾
）

妻
川
出
水
ニ
而
、
杢
御
関
所
下
渡
舩
之
儀
、
当
月 

十
二
日
辰
ノ
上
刻
よ
り
差
止
り
、
落
水
之
程
難
計
、
依
之
当
宿
よ
り 

昨
十
四
日
、
玉
村
宿
御
泊
り
江
御
注
進
仕
候
所
、
今
以
御
沙
汰
も 

無
之
候
得
共
、
万
一

我
（
吾
）

妻
郡
万
年
橋
廻
り
御
通
行
被
遊
候
哉
ニ
も 

相
知
不
申
候
、
弥
御
通
行
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
御
本
紙
御
先
觸
御
差 

出
可
被
遊
候
得
共
、
御
先
觸
一
同
ニ
而
ハ
御
差
支
ニ
相
成
候
得
者
、
御 

互
難
義
仕
候
間
、
内
々
御
先
觸
写
、
差
送
り
申
候
、
村
々
江
御
順 

達
可
被
成
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
國
通
金 

井 

宿 

 
 

未
四
月
十
五
日
巳
中
刻 

 
 

 

問
屋 

治 

兵 

衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
主 

治
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

祖
母
嶋
村
よ
り 

 
 

 
 

 
 

万
年
橋
通
り 

 
 

 
 

三
國
通
り 

 
 

 
 

 
 

須
川
迄 

 
 

 
 

 
 

右
村
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
役
人
中 

 

右
者
、
金
井
宿
問
屋
よ
り
内
々
ニ
而
相
廻
り
申
候
所
、
四
月
十
五
日
之
夜 

酉
之
中
刻
、
植
栗
村
よ
り
請
取
、
金
井
村
へ
送
り
申
候 
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《
読
み
下
し
文
》 

  

（
表
紙
） 

  

か
ん寛
せ
い政

十
一
年 

 
 

 

い
わ岩
い井

村 

  
 

さ佐
ど渡

御
ぶ奉
ぎ
よ
う

行

山
本

い伊
よ
の豫
か
み守
さ
ま様

御
さ
き
ぶ
れ

先
觸

う
つ写

し 

  

つ
ち
の
と

己

 
 

 
 

 
 

 
 

な名
ぬ
し主 

 
 

ひ
つ
じ

未

四 

月 

日 
 

 
  

 
田
中
忠
左
衛
門 

   

（
本
文
） 

  
 

 
 

御
先
觸
の
写
し 

 
 

な
い内
な
い々

御
知
ら
せ

も
う申

し
そ
う
ろ
う

候
 

 

△
一 

馬
に
じ
ゆ
つ

弐
拾

ぴ
き疋 

  
 

 
 

内 

ほ
ん本
ま馬

拾
八
疋 

 
 

 
 

 
 

か
る軽
じ
り尻 

弐
疋 

 

△
一 

に
ん人
そ
く足

六
拾
七
人 

 
 

 

内 

 
 

 
 

な
が長
も
ち持

七
さ
お棹 

 
 

 

弐
拾
七
人 

 
 

 
 

の
り
か
え

乗
替

か駕
ご篭 

 
 

 

四 

人 

 
 

 
 

り
よ
う

両
が懸

け
三
荷 

 

三 

人 

 
 

 
 

ち
よ
う

桃
ち
ん灯

駕
篭
弐
荷 

弐 

人 

 
 

 
 

か
つ合
ぱ羽

駕
篭
三
荷 

 

三 

人 

 
 
  

  
  

た
け竹
う
ま馬

四
荷 

 
 

 

四 

人 

 
 

 
 
 

わ
け分
も
ち持

壱
荷 

 
 

 

壱 

人 

 
 

 
 
 

こ
う
け
物 

 
 

 
 

壱 

人 

 
 

 
 
 

し私
い
ん印
も
ち持 

 
 

 

壱 

人 

 
 

 
 
 

て手
が
わ代

り 
 

 
 

五 

人 

 
 

 
 
 

と
も供

駕
篭
三

ち
よ
う

挺

 
 

九 

人 

 
 

 
 

 

ぐ具
そ
く足
ひ
つ櫃

弐
荷 

 

弐 

人 

 
 

 
 
 

り
よ
う

両
が
け掛 

弐
荷 

 

弐 

人 

 
 

 
 

 

竹
馬 

三
荷 

 

三 

人 

 
 

 
 
 

〆 

  

右
は
、
山
本
伊
豫
守
佐
州
御
役
所
へ
相
越
さ
れ
候
に
付
、 

明
後
十
三
日
、
江
戸
發
足
、

み三
く
に國
じ路

通
行
候
間
、
書
面
の
人 

馬
並
び
に
川
舩
共
に

と
ど
こ
お

滞

り
無
く
差
し
出
さ
れ
る
べ
く
候
、
此
の

ほ
か外

人
馬
増
減
の 

儀
は
、

そ其
の
節
に
至
り
差
し
図
及
ぶ
べ
く
候
、

も
つ
と

尤

も
無
賃
の
人
馬
、
決
し
て 

差
し
出
さ
ず
、

も若
し
間
違
い
の

す
じ筋

に
候
は
、

あ
と跡
あ
ら
た

改

め
役
人
へ
申
し
達
す
べ
く
候
、 

か且
つ
別
紙
泊
ま
り
附
け
書
き
付
け
差
し
越
し
候
、

こ此
の
先
觸

そ
う早
そ
う々

相
送
り
、
佐 

州
御
役
所
に

お於
い
て
、

う請
け
取
り
申
す
べ
く
候
、
以
上 

  

未
四
月
十
一
日 

 

佐
渡
奉
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

   

中 

山 

嘉 

平 

太 

印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺 

田 

儀
左
衛
門 

印 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

江
戸
よ
り
越
後
國

て
ら寺
ど
ま泊

り
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 

國 

路 

通 

り
宿 

々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
屋 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

   
 
  

  
  

  
 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
寄 
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泊
ま
り
附
け
覚
え 

 

四
月
十
三
日 

 
 

 

同
十
四
日 

 
 

 
 

同
十
五
日 

一 

こ
う鴻 

の
す巣 

 
泊 

一 

た
ま玉 

む
ら村 

 

泊 

一 

な
か中 

や
ま山 

 

泊 

 

四
月
十
六
日 

 
 

 
同
十
七
日 

 
 

 
 

同
十
八
日 

一 

あ
さ浅 

が
い貝 

 

泊 

一 
む
い六
か日
ま
ち町 

 

泊 

一 

寺 

泊 
 

泊 

  
 

 
 

ほ
ん本
じ
ん陣 

 
 

 
 

し
た下
や
ど宿 

右
宿
々
本
陣
・
問
屋
申
し
合
わ
せ

し
た下
や
ど宿

申
し
付
け
置
き
、

じ
よ
う

上
げ下

三
拾
人 

餘
り
の

し支
た
く度
こ之

れ
有
り
、
尤
も

ち馳
そ
う走

が
ま間
し敷

き
義
之
れ
無
く
、
酒
等
決
し
て 

差
し
出
し
申
す

ま間
じ敷

く
候
、

か且
つ
本
陣
よ
り

み
ず水
ざ
か
な

肴

等
差
し
出
し
候
て
も 

じ
ゆ受
よ
う用

之
れ
無
き
間
、

か兼
ね
て
左
に
心
得
ら
る
べ
く
候
、
右
人
数
の

ほ
か外
う請

け 

お負
い

か
た方

の
も
の
六
拾
人
餘
り
は
、

じ自
ぶ
ん分
ば
ら拂

い
に
て

あ
い相
た
い対

の 

事
に
候
え
ど
も

こ是
れ

ま
た又

差
し

つ
か支

え
無
き

よ
う様
し支
た
く度
こ之

れ
有
る
べ
く
候
、 

尤
も

ほ
う傍
じ示
ど
う堂

よ
り
玉
村
へ
通
行
候
間
、

そ其
の

だ
ん段

相 

こ
こ
ろ

心
え得

ら
る
べ
く
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 

未
四
月
十
一
日 

  
  

  
  

中
山
嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寺
田
儀
左
衛
門 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
陣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
屋 

  

右
は
、

あ
が我
つ
ま妻

川
出
水
に
て
、

も
く杢

御
せ
き関
し
よ所
し
た下
と渡
せ
ん舩

の
儀
、
当
月 

十
二
日

た
つ辰

の
上
刻
よ
り

さ差
し

と止
ま
り

ら
く落
す
い水

の
ほ
ど程
は
か計

り
が
た難

く
、

こ之
れ
に

よ依
り
当
宿
よ
り 

昨
十
四
日
、
玉
村
宿
御
泊
ま
り
へ
御

ち
ゆ
う

注
し
ん進
つ
か
ま
つ

仕

り
候
所
、
今
以
て
御

さ沙
た汰

も 

之
れ
無
く
候
え
ど
も
、
万
一

あ
が我
つ
ま妻

郡
ま
ん万
ね
ん年
ば
し橋

廻
り
御
通
行
遊
ば
さ
れ
候
哉
に
も 

相
知
れ
申
さ
ず
候
、

い
よ
い
よ

弥

御
通
行
に
相
成
り
候
は
ば
、
御

ほ
ん本
し紙

御
先
觸
御
差
し 

出
し
遊
ば
さ
れ
候
え
共
、
御
先
觸

い
ち一
ど
う同

に
て
は
御
差
し

つ
か支

え
に
相
成
り
候
え
ば
、
御
互

い
な
ん難
ぎ義

仕
り
候
間
、

な
い内
な
い々

御
先
觸
写
し
、
差
し
送
り
申
し
候
、
村
々
へ
御
順 

達
成
ら
れ
る
べ
く
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み三
く
に國
ど
お通

り 

か
な金 

い井 

宿 

 
 

未
四
月
十
五
日
巳
中
刻 

 
 

 

問 

屋 
 

治 

兵 

衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名 

主 
 

治
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

う祖
ば母
し
ま嶋

村
よ
り 

 
 

 
 

 
 

万
年
橋
通
り 

  
 

 
 

三
國
通
り 

 
 

 
 

 
 

す須
か
わ川

迄 

 
 

 
 

 
 

右
村
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
役
人
中 

 

右
は
、

か
な金
い井

宿
問
屋
よ
り
内
々
に
て
相
廻
り
申
し
候
所
、
四
月
十
五
日
の
夜 

と
り酉

の
ち
ゆ
う

中
こ
く刻

、
う
え植
ぐ
り栗

村
よ
り
請
け
取
り
、
金
井
村
へ
送
り
申
し
候 
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《
用
語
・
人
物
・
地
名
等
》 

①
【
佐
渡
奉
行
：
さ
ど
ぶ
ぎ
ょ
う
】
江
戸
幕
府
の
職
名
。

お

ん遠
ご

く国
奉
行
の
一
つ
。

老
中
の
支
配
。
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
佐
渡
を
幕
府
領
に
す
る
と
同

時
に
設
置
。
初
め
は
佐
渡
代
官
と
称
し
た
。
島
内
の
民
政
・
鉱
山
の
監
督

等
を
行
う
。
定
員
概
ね
二
名
。
役
高
千
石
、
役
料
千
五
百
俵
、
百
人
扶
持
。

相
川
に
陣
屋
が
あ
り
、
配
下
に
与
力
三
〇
騎
・
同
心
七
〇
名
が
い
た
。
留

守
居
役
・
山
方
役
・
町
方
役
・
在
方
役
等
指
揮
。 

②
【
山
本
伊
予
守
：
や
ま
も
と
い
よ
の
か
み
】 

 

＝
山
本
伊
予
守
茂
孫
（
や
ま
も
と
い
よ
の
か
み
も
ち
ざ
ね
）
寛
政
一
〇
年

（
一
七
九
八
）
七
月
～
同
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
、
佐
渡
奉
行
。
第

一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
代
。
前
職
は
浦
賀
奉
行
、
後
職
は
田
安
家
家

老
。
千
石
。 

③
【
長
持
：
な
が
も
ち
】
衣
服
・
調
度
な
ど
を
入
れ
て
お
く
長
方
形
の

ふ

た蓋
の
あ

る
箱
。
多
く
運
搬
用
。 

④
【
棹
：
さ
お
】

た

ん箪
す

笥
・
長
持
な
ど
に
さ
し
て

か

つ担
ぐ
棒
。
箪
笥
・
長
持
な
ど
の

数
を
数
え
る
の
に
用
い
る
語
。 

⑤
【
両
懸
ヶ
：
り
ょ
う
が
け
】
旅
行
用
の

こ

う行
り

李
の
一
種
。

は

さ挟
み
箱
ま
た
は
小
形

の
つ

づ

ら

葛
籠
に
衣
服
・
調
度
を
入
れ
て
棒
の
両
端
に
掛
け
、

と

も供
の
者
に

て

ん天
び

ん秤
ぼ

う棒

で
担
が
せ
た
も
の
。 

⑥
【
合
羽
駕
篭
：
か
っ
ぱ
か
ご
】
江
戸
期
の
大
名
行
列
な
ど
で
最
後
に
担
い
で

行
っ
た
前
後
二
個
の
籠
を
棒
で
担
ぐ
。
供
回
り
の

あ

ま雨
ぐ

具
を
収
納
。 

⑦
【
竹
馬
：
た
け
う
ま
】
江
戸
期
、
ざ
る
を
中
心
に
竹
四
本
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
を
棒
の
両
端
に
天
秤
の
よ
う
に
下
げ
品
物
を
運
ぶ
た
め
に
用
い
た

も
の
。
大
名
行
列
の
後
尾
に

ず

い随
じ
ゆ
う

従

。
行
商
人
も
用
い
た
。 

⑧
【
具
足
：
ぐ
そ
く
】

け

い携
た

い帯
品
。
所
持
品
。
道
具
。
調
度
。
「
具
足

ひ

つ櫃
」
は
、

こ
れ
ら
を
入
れ
た
大
型
の
箱
。 

⑨
【
三
国
路
：
み
く
に
じ
】
＝
三
国
街
道
（
み
く
に
か
い
ど
う
） 

な

か中
せ

ん山
ど

う道
高
崎
宿
か
ら
北
へ
向
か
い
、
上
越
国
境
の
三
国
峠
を
越
え
、
越
後

国
む

い六
か

日
ま

ち町
・
長
岡
を
経
て
、

い
出

ず

も雲
ざ

き崎
へ
至
る
街
道
。
出
雲
崎
・
寺
泊
間
は

ほ

つ北
こ

く国
街
道
を
通
り
、
船
で
佐
渡
方
面
へ
通
じ
る
脇
往
還
。
全
二
五
宿
の
う

ち
上
野
国
内
に
は
一
一
宿
（
又
は
一
三
宿
）
が
あ
っ
た
。
当
該
文
書
の
場

合
、
本
庄
宿
・
渋
川
宿
間
を
短
絡
す
る
脇
往
還
「
佐
渡
奉
行
街
道
」
を
通

行
。
中
山
道
本
庄
宿
辺
か
ら
北
西
方
向
へ
進
み
、

か
ら
す

烏

川
を
渡
河
、
玉
村

宿
を
経
由
し
て
利
根
川
右
岸
沿
い
を
北
上
、
渋
川
宿
で
三
国
街
道
と
合

流
す
る
道
。 

⑩
【
先
触
：
さ
き
ぶ
れ
】
江
戸
期
、
官
人
ま
た
は
貴
人
が
通
行
す
る
場
合
に
、

前
も
っ
て
沿
道
の
宿
駅
に
人
馬
の
継
ぎ
立
て
な
ど
を
準
備
さ
せ
た
命
令

書
。 

⑪
【
寺
泊
：
て
ら
ど
ま
り
】
江
戸
か
ら
三
国
街
道
・
北
国
街
道
で
通
行
、
佐
渡

島
へ
の
渡
海
地
の
宿
場
。
現
新
潟
県
長
岡
市
寺
泊
大
町
な
ど
。 

⑫
【
問
屋
：
と
い
や
・
と
ん
や
】
諸
街
道
の
宿
駅
に
お
い
て
、
伝
馬
・
人
馬
継

立
・
宿
泊
な
ど
の
事
務
を
司
る
役
所
、
そ
の
任
に
あ
る
人
。 

⑬
【
鴻
巣
：
こ
う
の
す
】
中
山
道
の
江
戸
か
ら
七
番
目
の
宿
場
。
現
埼
玉
県
鴻

巣
市
。 

⑭
【
玉
村
：
た
ま
む
ら
】
日
光
例
幣
使
街
道
と
佐
渡
奉
行
街
道
が
交
差
す
る
宿

場
。
近
世
の
群
馬
郡
上
新
田
村
と
那
波
郡
下
新
田
村
か
ら
な
る
宿
場
。
両

新
田
村
の
総
称
が
「
玉
村
宿
」
。
現
群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
。 

⑮
【
中
山
：
な
か
や
ま
】
三
国
街
道
中
山
宿
。
本
宿
と
新
田
宿
が
あ
っ
た
。
現

群
馬
県
吾
妻
郡
高
山
村
中
山
。 

⑯
【
浅
貝
：
あ
さ
が
い
】
三
国
街
道
浅
貝
宿
。
上
野
国
か
ら
越
後
国
へ
入
っ
て

最
初
の
宿
場
。
現
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
浅
貝
。 

⑰
【
六
日
町
：
む
い
か
ま
ち
】
三
国
街
道
と

し
清

み

ず水
ご

え越
お

う往
か

ん還
が
合
流
す
る
宿
場
。

現
新
潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
。 

⑱
【
本
陣
：
ほ
ん
じ
ん
】
大
名
宿
と
も
い
う
。
江
戸
期
、
街
道
の
宿
場
に
置
か

れ
た
大
名
・
公
家
・
幕
府
役
人
な
ど
貴
人
の
宿
泊
旅
館
。
本
陣
の
ほ
か
、

脇
本
陣
・
仮
本
陣
・
相
本
陣
・
茶
屋
本
陣
か
ら
な
り
、
主
に
街
道
の
山
越

え
・
渡
し
・
分
岐
点
に
設
け
ら
れ
、
特
に
参
勤
交
代
の
往
復
に
そ
の
機
能

を
発
揮
。
建
物
は
、
書
院
造
り
で
、
門
・
玄
関
・
上
段
の
間
が
あ
る
広
大
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な
規
模
で
あ
っ
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
廃
止
。 

⑲
【
下
宿
：
し
た
や
ど
】
大
名
な
ど
が
、
宿
場
の
本
陣
に
宿
泊
す
る
際
、
家
臣

た
ち
が
泊
ま
る
宿
所
。 

⑳
【
申
合
：
も
う
し
あ
わ
す
】
相
談
す
る
。
打
ち
合
わ
せ
る
。 

㉑
【
支
度
：
し
た
く
】
用
意
。
準
備
。
あ
ら
か
じ
め
計
画
す
る
こ
と
。
食
事
・

宿
泊
の
準
備
。 

㉒
【
馳
走
：
ち
そ
う
】

き
よ
う

供
お

う応
す
る
こ
と
。
振
る
舞
い
。
も
て
な
し
。 

㉓
【
水
肴
：
み
ず
ざ
か
な
】
あ
ら
い
な
ど
に
し
た
魚
を
水
鉢
に
盛
っ
た
料
理
。 

㉔
【
受
用
：
じ
ゅ
よ
う
】
受
け
入
れ
て
用
い
る
こ
と
。
ま
た
、
受
け
入
れ
て
味

わ
い
楽
し
む
こ
と
。 

㉕
【
兼
而
：
か
ね
て
】
事
前
に
。
前
も
っ
て
。
あ
ら
か
じ
め
。 

㉖
【
請
負
：
う
け
お
い
】
日
限
・
入
費
等
を
予
め
確
約
し
、
完
成
・
完
遂
ま
で

責
任
を
も
っ
て
引
き
受
け
る
こ
と
。 

㉗
【
相
対
：
あ
い
た
い
】
他
人
を
交
え
ず
当
事
者
間
で
事
を
行
う
こ
と
。 

㉘
【
差
支
：
さ
し
つ
か
え
】
さ
ま
た
げ
。
支
障
。
故
障
。
さ
わ
り
。 

㉙
【
傍
示
堂
：
ぼ
う
じ
ど
う
】
中
山
道
本
庄
宿
東
郊
の
村
名
。
現
埼
玉
県
本
庄

市
傍
示
堂
。 

㉚
【
杢
御
関
所
：
も
く
お
せ
き
し
ょ
】
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
、
群
馬
郡
南

牧
村
、
吾
妻
川
右
岸
設
置
の
杢
ヶ
関
所
。 

㉛
【
辰
ノ
上
刻
：
た
つ
の
じ
ょ
う
こ
く
】
午
前
七
時
～
午
前
七
時
四
〇
分
の
間
、

午
前
七
時
二
〇
分
頃
。 

㉜
【
差
止
り
：
さ
し
と
ま
り
】
こ
こ
で
は
吾
妻
川
の
川
舩
運
行
が
止
ま
る
、
川

舩
に
よ
る
渡
河
が
禁
止
さ
れ
る
の
意
。 

㉝
【
計
難
：
は
か
り
が
た
し
】
見
極
め
ら
れ
な
い
。
推
測
で
き
な
い
。 

㉞
【
注
進
：
ち
ゅ
う
し
ん
】
事
変
を
注
し
て
上
に
申
し
進
め
る
こ
と
。
大
事
・

事
件
を
急
い
で
報
告
す
る
こ
と
。 

㉟
【
御
沙
汰
：
お
ん
さ
た
・
お
さ
た
】
指
図
（
差
図
）
。
命
令
。
指
示
。 

㊱
【
万
年
橋
：
ま
ん
ね
ん
は
し
】
吾
妻
川
右
岸
の
吾
妻
郡

あ

つ厚
だ

田
村
と
左
岸
の
同

郡
ご

う郷
ば

ら原
村
間
の
刎
ね
橋
。
長
須
橋
、
長
須
万
年
橋
と
も
言
う
。 

㊲
【
本
紙
：
ほ
ん
し
】
巻
物
・
掛
物
な
ど
で
、
本
来
の
書
画
を
か
い
た
紙
。
本

物
・
実
物
の
紙
。 

㊳
【
一
同
：
い
ち
ど
う
】
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
同
じ
に
な
る
こ
と
。
当
該
文
書

の
場
合
、
先
触
と
追
触
な
ど
他
文
書
が
同
着
に
な
る
こ
と
。 

㊴
【
難
儀
：
な
ん
ぎ
】
困
難
。
苦
し
み
。
苦
労
。
迷
惑
。
悩
み
。
難
し
い
こ
と
。

容
易
な
ら
ぬ
こ
と
。 

㊵
【
内
々
：
な
い
な
い
】
う
ち
わ
。
内
密
。
こ
っ
そ
り
。 

㊶
【
順
達
：
じ
ゅ
ん
た
つ
】
廻
状
を
順
送
り
し
て
伝
達
す
る
こ
と
。 

㊷
【
祖
母
嶋
村
：
う
ば
し
ま
む
ら
】
群
馬
郡
の
内
。
「
三
国
脇
往
還
」
（
三
国

裏
街
道
）
沿
い
の
村
で
番
所
が
あ
っ
た
。
現
渋
川
市
祖
母
島
。 

㊸
【
須
川
：
す
か
わ
】
三
国
街
道
須
川
宿
。
吾
妻
郡
の
内
。
旗
本
久
世
氏
領
。

「
三
国
脇
往
還
」
と
合
流
す
る
。
現
利
根
郡
み
な
か
み
町
須
川
。 

㊹
【
金
井
宿
：
か
な
い
し
ゅ
く
】
三
国
街
道
金
井
宿
。
宿
北
東
の
坂
道
を
下
る

と
南
牧
村
・
杢
関
所
。
三
国
脇
往
還
と
分
岐
。
現
渋
川
市
金
井
。 

㊺
【
酉
ノ
中
刻
：
と
り
の
ち
ゅ
う
こ
く
】
午
後
五
時
四
〇
分
～
午
後
六
時
二
〇

分
の
間
、
午
前
六
時
頃
。 

 

《
内
容
解
説
》 

 

佐
渡
奉
行
街
道
は
、
中
山
道
本
庄
宿
辺
か
ら
分
か
れ
、
玉
村
宿
を
通
り
、
利

根
川
右
岸
沿
い
を
北
上
し
、
渋
川
宿
手
前
で
越
後
国
へ
向
か
う
三
国
街
道
と

合
流
し
た
。
通
常
は
、
次
の
金
井
宿
北
東
・
杢
関
所
先
で
吾
妻
川
を
渡
り
、

よ

こ横

ぼ

り堀
宿
（
現
渋
川
市
横
堀
）
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
吾
妻
川
増
水
時
は
、
①
約

四
㎞
上
流
の
祖
母
島
村
か
ら
対
岸
の

お
小

の
野

こ
子
村
（
現
渋
川
市
小
野
子
）
へ
舩
で

渡
り
横
堀
宿
へ
、
そ
れ
も
難
し
け
れ
ば
、
②
更
に
約
一
七
㎞
上
流
、
厚
田
村
・

郷
原
村
間
の
万
年
橋
（
長
須
橋
）
ま
で
迂
回
し
、
原
町
・
中
之
条
か
ら

だ

い大
ど

う道
峠

を
越
え
、
須
川
宿
で
三
国
街
道
と
合
流
し
た
（
三
国
脇
往
還
・
北
国
脇
往
還
）
。

本
史
料
は
、
急
遽
②
の
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
場
合
を
記
録
し
た
文
書
で
あ
る
。 

 

寛
政
一
一
年
四
月
一
一
日
、
先
触
（
本
紙
）
が
差
し
出
さ
れ
、
二
日
後
の
一

三
日
、
佐
渡
奉
行
山
本
伊
予
守
一
行
が
、
佐
州
役
所
へ
向
け
江
戸
を
出
立
し
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た
。
翌
一
四
日
夜
、
玉
村
宿
に
宿
泊
の
一
行
に
、
金
井
宿
問
屋
ら
か
ら
吾
妻
川

満
水
の
状
況
を
知
ら
せ
る
書
状
が
届
け
ら
れ
た
が
、
翌
一
五
日
に
な
っ
て
も

一
行
か
ら
の
指
図
の
返
信
が
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
先
触
（
本
紙
）
・

追
触
・
添
触
等
が
、
三
国
脇
往
還
の
通
行
村
々
へ
一
緒
に
着
く
慌
た
だ
し
く
難

儀
な
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
金
井
宿
問
屋
ら
は
、
独
自
の
判

断
で
、
同
日
巳
中
刻
付
け
で
先
触
（
本
紙
）
を
書
写
し
、
送
り
状
を
添
え
て
、

吾
妻
川
右
岸
村
々
役
人
へ
宛
て
内
々
に
書
状
を
廻
し
た
の
で
あ
る
。 

 

金
井
宿
問
屋
ら
が
書
写
し
た
「
御
先
触
之
写 

内
々
御
知
ら
セ
申
候
」
に

は
、
①
一
三
日
、
佐
州
役
所
へ
向
け
江
戸
を
出
立
予
定
、
馬
二
〇
疋
、
人
足
六

七
人
、
②
「
泊
附
覚
」
（
日
程
・
宿
泊
予
定
地
、
四
月
一
三
日
：
鴻
巣
泊
～
同

一
五
日
：
中
山
泊
～
同
一
八
日
：
寺
泊
泊
）
、
③
上
下
三
〇
人
余
り
の
支
度
、

請
負
方
六
〇
人
余
り
は
自
分
払
い
、
な
ど
の
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の

四
月
十
五
日
巳
中
刻
付
の
送
り
状
に
は
、
内
々
に
先
触
を
差
し
送
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
、
三
国
脇
往
還
沿
い
村
々
へ
こ
の
先
触
写
し
を
順
達
し
て
ほ
し

い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
佐
渡
奉
行
街
道
」
の
経
路
に
つ
い
て
、
本
史
料
は
本
庄
宿
手
前
の
武
州
傍

示
堂
（
村
）
か
ら
中
山
道
を
離
れ
、
上
州
玉
村
宿
へ
進
ん
だ
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
傍
示
堂
か
ら
玉
村
宿
へ
の
具
体
的
な
経
路
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
児

玉
郡
上
里
町
や
群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
な
ど
地
元
の
方
々
に
よ
る
地
道
な
調

査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
同
街
道
の
烏
川
左
岸
の

つ

の角
ぶ

ち渕
村
（
現

佐
波
郡
玉
村
町
角
渕
）
へ
の
渡
河
点
に
つ
い
て
、
『
群
馬
県
史 

通
史
編
５
』

（
一
九
九
一
年
・
群
馬
県
発
行
）
や
「
歴
史
の
道 

佐
渡
奉
行
街
道
」
（
一
九

九
九
年
・
群
馬
県
教
育
委
員
会
発
行
）
で
は
、
中
山
道
新
町
宿⇛

烏
川
渡
舩⇛

角
渕
村
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
前
記
地
元
の
方
々
の
研
究
に
よ
り
、
武
州

び

さ

ど

毘
沙
吐
村
（
上
里
町
毘
沙
吐
）
の
北
西
端
・
神
流
川
右
岸⇛

烏
川
渡
舩⇛

角
渕

村
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。
更
な
る
研
究
の
進
展
が
期

待
さ
れ
る
。 
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↑玉村町角渕の佐渡奉行街道跡（玉村宿方向）  

↓渋川市南牧の杢ヶ関所跡（県史跡） 

 


